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Living the Lotus̶Buddhism in Everyday Life（法華経を生きる～生活の中の仏教）というタイトルには、日々の生活のなかに法華経の教
えを活かして、泥水に咲く美しい蓮の花のように、人生を豊かに、そしてより価値あるものにしていきたいとの願いが込められています。本誌
を通じて、世界中の人々に日々の生活のなかで活かす仏教の教えをお伝えします。
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立正佼成会は1938年に庭野日敬開祖、長沼妙佼脇祖に
よって創立された、法華三部経を所依の経典とする在家
仏教教団です。家庭や職場、地域社会の中で釈尊の教え
を生かし、平和な世界を築いていきたいと願う人々の集
まりです。現在は庭野日鑛会長とともに、私たち会員は仏
教徒として布教伝道に励みながら、宗教界をはじめ各界
の人々と手をたずさえ、国内外でさまざまな平和活動に
取り組んでいます。

8月10日、ロサンゼルス「2025年二世週日本祭」パレードに立正佼成会が参加

北米と日本のサンガの仲間が感謝と笑顔で万灯行進
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「読書」という「学び」

庭野日鑛
立正佼成会会長



会長法話
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プノンペン法座　ソー・ブンティー

自分が変われば、世界が変わる

Spiritual Journey 
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Spiritual Journey
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Spiritual Journey
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Practicing the Dharma in the Here and Now
Sokuze Dojo

即　是　道　場
hh hh hhhh ddddddd wwwwwwwwwwwPracticing the Dharma in the Here and NowPPPPPPPPPPPPPPrrrrrrrrrraaaaacccccccccccccticccccccccccccc ggggg thhhhhheeee DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDhhhhhh rrrrrrr aaa iiiii thhhhhhhhhhheeeeee HHHHHHHHHHHHHeeeeeerrrrrrrrrreeeee ddddddddddddddd NNNNNNNNNNNNNNNNNooooooooowwwwwwPracticing the Dharma in the Here and NoPracticing the Dharma in the Here and Now

今月から、英訳『法華経の新しい解釈』（2019 年版）の翻訳者ドミニク・スカランジェロ 博士による

新連載が始まります。連載のタイトル「即是道場（Practicing the Dharma in the Here and Now）」は、法

華経の「如来神力品第二十一」に示される「道場観」に由来し、在家仏教徒である私たちが自宅や職場、

学校など、いま自分のいる場所を修行の場として仏教を実践していくための指針となる言葉です。

連載をとおして、スカランジェロ博士は法華経や開祖さまの教えの中から多様なテーマを取り上げ、日

常生活の中で仏教をどう活かすか、その実践について語っていきます。

「心が迷いや欲望にとらわれている限り、六道輪廻
を繰り返し、この世の悩みや苦しみは尽きることは
ない。」

庭野日敬『庭野日敬法話選集』

皆さんは仏教では輪廻転生が信じられていること
を聞いたことがあると思います。仏教によれば、生
きものはこの世に生まれ、死に、再び生まれ変わる
「輪廻」と呼ばれる生と死のサイクルを繰り返して
います。輪廻はインドの人々の考え方の中に太古の
昔から存在しています。生きとし生けるものがこの
世に生を受けるとき、六種類の生きもの、あるいは
六つの境遇のいずれかに生まれるとされ、これを「六
道」と呼びます。六道とは、怒りと憎しみによって
極限の苦しみを受ける「地獄」、満たされない欲望
に苦しむ「餓鬼」、衝動的に行動し理性を顧みない「畜
生」、自己中心的なものの見方によって、他者との
対立を招く「修羅」、肯定的感情、否定的な感情の

両方を体験しつつ、慈悲心も持ち得る「人間」、そ
して一時的ではかない快楽と安らぎを享受する「天
上」（神々と呼ばれることもある）のことです。仏
教は、最終的には六道のすべてが苦の領域であり、
天上界にいる者も、その快楽と安らぎは終わりを告
げ、苦悩することを教えます。 
しかし、六道にはもう一つ、非常に重要で実践的
な意味があります。それは、この世における私たち
の一瞬一瞬の存在のあり方として、六道を捉えるこ
とができるということです。私たちの心は不安定で、
外界の変化で容易に揺れ動くため、私たちは心の六
道を行き来する「転生」を繰り返しています。そして、
地獄の怒りと憎しみから、天上の刹那的な、まやか

ドミニク・スカランジェロ博

士は 2012 年にバージニア大

学で博士号を取得。同大学で

教鞭をとったのち、2013 年

から二年間、カリフォルニア

大学バークレー校で日本仏教

の博士研究員を務める。現在

は立正佼成会の国際アドバイザーとして、主に欧米の会

員を対象とした教育や講演に加え、本会主催の「法華経

国際セミナー」の運営、本会の書籍や文書の翻訳、さら

には日本在住の外国人のための「国際仏教教会」への協

力など、本会の国際活動に大きな貢献をしている。



8

Practicing the Dharma 
in the Here and Now

しの快楽まで、六道のあらゆる心の状態を常に行っ
たり来たりして苦しんでいるのです。例えば、怒り
に支配されている時、私たちは地獄界に閉じ込めら
れています。周囲の人々は皆、私たちを苦しめよう
としているように見えます。しかし、心が地獄界に
閉じ込められている間も、私たちの怒りは心の中だ
けに留まってはいません。心と行動は一致する関係
にあるため、心の状態が行動として現れるのは避け
られないからです。心が怒りに満ちている時、その
怒りは必然的に行動として現れて他者や物事に害を
及ぼし、その結果自分自身にも痛みを招くことを仏
教は教えています。法華経の「譬喩品第三」の中で、
六道の心の状態を表すために用いられている「火宅」
の譬えのように、幸福を成就し、満足を得るために
は、燃え盛る火宅から脱出し、仏教修行者の境地、
すなわち悟りの境地へと入らねばならないのです。
私たちの修行の第一の目的は、火宅という六道の
心の状態を脱することです。幸いなことに、法華経
にはこのような心、とりわけ私たちに最大の苦しみ
をもたらす三つの心──貪（むさぼり）、瞋（怒り）、
痴（無知）──から解放されるための確かな道が示
されています。立正佼成会の会員が日々読誦する法
華経の「提婆達多品第十二」の重要な一節には、こ
の品の教えを聞き、さらには信じて敬う者は、貪・
瞋・痴の心から離れることができると説かれていま
す。少なくとも、私たちは人間や天上の心を保つこ
とができ、さらには仏の境地にまで至ることも可能
なのです。
提婆達多品が伝えるメッセージとは何でしょう
か？庭野開祖によれば、それは逆境に怒りや憎しみ
の心で対峙するのではなく、自己の成長を促し、よ
り良い世界を築く機会として受け入れ、私たちを苦
しめる人々を人生の師として受け止めるということ
です。それはつまり、あらゆることに感謝する心を
育むことです。心の中の怒りや憎しみは、時ととも
に強大になり、苦しみは増大します。怒りや憎しみ
からは何も得られません。どのような状況にあろう
と、それは物事を悪化させるだけです。しかし、感
謝の心を育むことで、逆境の負のエネルギーはポジ

ティブな力に変わり、私たちの心は貪・瞋・痴の苦
悩から解放されるのです。
しかし、逆境に感謝すると言われても、多くの人
にとっては荒唐無稽な助言に聞こえるかもしれませ
ん。ではなぜ苦難に感謝しなくてはいけないので
しょうか？それは、トレーニングで使用するダンベ
ルの重さに似ています。軽すぎるダンベルでは筋肉
を鍛えることも健康を維持することもできないこと
は自然に理解できます。これまでの人生での大きな
成果を思い返してみてください。その成功の背後に
は数多くの逆境や困難があり、それを受け入れたか
らこそ成功を得られたのではないでしょうか。法華
経が教えてくれているように、私たちが遭遇するす
べてものは、私たちに気づきを与えてくれる存在な
のです。
人生の苦難に感謝の心で向き合った時、私たちは
最大の苦から解放されます。それだけでなく、私た
ちの心は「仏の御前に生まれる」ことができるので
す。それはつまり、仏が常に私たちと共にいてくだ
さること、そして私たちは決して一人ではないこと
への気づきでもあるのです。

六道を描いたチベットの仏教絵画
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Practicing the Dharma 
in the Here and Now

サンガの現場レポート

国際伝道グループ次長　鈴木秀光

数年前のことですが、あいさつをしても返事が
返ってこない人が身近にいました。返事をしないど
ころか、にらむような目つきでこちらを見てくるの
です。次第にムカムカする気持ちが膨れ上がってき
て、「どんなにあいさつをしても意味がない」「こち
らが嫌な気持ちになるだけだからもうやめよう」と
いう思いが正直湧き起こりました。それでもあいさ
つを続けていくと、たまに聞こえるか聞こえないか
くらいの小さな声で返事が返ってくることがありま
した。返事があるとやはり嬉しいもので、それが何
度か繰り返されるうちに、返事があれば「何か良い
ことでもあったのかな？」、返事がなければ「何か
嫌なことでもあったのかな？」と、相手の気持ちを
想像するようになっていきました。どんなことが
あったのか知りたいと、むしろ相手に関心が向くよ
うになりました。それは、怒りに支配されていた自
分からすると驚きの発見でした。

今になって思うと、相手の態度に腹が立ち、あい
さつをしても無駄だと思った時は「地獄」にいたの
かもしれません。当然のように相手に返事を求めて
いた心は自分本位な「修羅」の心だったのかもしれ
ません。返事があることを嬉しく思った心は「天上」
だったのかもしれません。相手の気持ちを想像しよ
うとする心は「人間」だったのかもしれません。こ
のようにとらえると、日常生活において自分がいか
に六道輪廻しているかに気づかされます。しかし、
渦中にいるときはなかなかそのことに気づくことは
できないものです。だからこそ、そうした自分に気
づかせてくれる相手は貴重な存在なのかもしれませ
ん。
「相手のおかげさまで自分を知ることができる」
「相手のおかげさまで自分が成長する機会を頂いて
いる」、そのことを忘れずに一日また一日と精進し
ていきたいと思います。

9
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生かされているように生きる

私たちは常に仏さまのご守護を受けているのですから、自分にできることで

「仏さまのご恩に報いていきたい」という気持ちが大事です。では、そのご恩

に報いるには何をすればいいのでしょぅか。

私たちが帰依する仏さまは、「久遠実成大恩教主釈迦牟尼世尊」とお呼びしま

す。「如来寿量品」に示されているように、「久遠実成の本仏」と、この世にお

出ましになった「釈迦牟尼世尊」はもともと一体なのですが、そのご恩を考え

る場合は、久遠のご本仏さまと仏教をお説きくださったお釈迦さまを、分けて

考えるほうがいいでしょう。

まず第一に心がけたいことは、私たちは「宇宙の大生命」ともいえる「久遠

実成の本仏」に生かされているのですから、「生かされているように生きる」と

いうことです。人それぞれに役目があって、この世に生かされているのです。
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そのことを常に意識して、その役目を大切にして、それを果たすなかで自分を

磨いていくことです。仏教ではそれを「精進」といいますが、この「精進」こ

そが仏恩に報いる第一歩なのです。

次に、「久遠の本仏」は私たち人類だけでなく、あらゆる生物から無生物にい

たるまで、すべてを生かしてくださっています。そのことが胸の奥に落ちると、

「私は自分で生きているのではなく、久遠の本仏に生かされ、ひいてはすべて

の人びとや万物に支えられて生きているのだ」という思いが、しみじみと湧い

てきます。

そして、「久遠の本仏」のご恩に報いるためには、自分と同じように生かされ

ている人びと、動植物たち、そして空気、水、大地といった無生物にいたるまで、

きょうだいとしての友情をもち、いたわり、親切を尽くさなければならないこ

とがわかってくるはずです。その行為を「布施」といいます。

こういう「精進」と「布施」の実践こそが、久遠実成のご本仏さまのご恩に

報いる道なのです。

庭野日敬平成法話集 1『菩提の萌を発さしむ』 P.84-86
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皆さん、こんにちは。秋のお彼岸も過ぎたというのに、まだまだ残暑の
熱気が漂う日本列島です。皆さん、お元気でお過ごしでしょうか。
毎年秋が近づくと、「読書の秋」「秋の夜長」「読書週間」といった言葉を
耳にします。今月の会長法話では、秋の深まりを前に、「心田を耕す」一つ
の方法としての生活習慣、すなわち「読書」についてご指導を頂戴しました。
無類の読書好きでいらっしゃる会長先生ならではの視点から、読書の効用
について豊かな至言をいただきました。
ところで、本コラムの読者の皆さんは、読書の嗜好は「紙派」ですか？
それとも「デジタル派」でしょうか。近年では、従来の紙の書籍に加え、
電子書籍の形で画面越しに読書を楽しむ人も増えています。そうした流れ
の中で、創刊 52年の歴史を誇る本会の英文広報誌『ダーマ・ワールド』も、
この秋号をもって紙媒体からデータ配信へと移行することとなりました。
この場をお借りしてご報告申し上げるとともに、今後とも変わらぬご愛読
をお願い申し上げます。
いずれの形式であっても、読書が心を育む習慣であることに変わりはあ
りません。忙しい日常に流され、単純で味気ない言葉にばかり触れて満足
することのないよう、今月のご法話を機に、法華経が説き示す尽きること
のない慈悲と智慧の世界を、この秋の夜長にゆっくりと味わってみたいと
思います。皆さんもご一緒にいかがでしょうか。

秋の夜長に学びを深める

9 月 6日、韓国教会で行なわれた盂蘭盆会式典を前に、献
灯献花のお役をつとめる会員に心構えを伝える赤川部長。
右：式典後に行なわれた法座で法座主をつとめる赤川部長
（中央）。
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こころがよろこぶ。
「一食を捧げる運動」の日本語ウェブサイト。精神、概要、
支援している団体からの情報、現地の声、ボランティア活
動の様子など、さまざまな情報を掲載しております。

「一食を捧げる運動」とは

ウン・ブーダリット（通称：ダリット）さん
プノンペン法座
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ラフル・クマール・ジャーさん
デリー支部
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ルジヴィギ・ブルゲル・カヴェナギさん
ブラジル教会

ヴィヴィアン・マイラ・コンラードさん
ブラジル教会
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We welcome comments on our newsletter Living the Lotus: living.the.lotus.rk-international@kosei-kai.or.jp
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